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§２．研究実施の概要  
 
 植物ホルモンクロストークの観点から、ストリゴラクトン(SL)、ジベレリン(GA)そしてブラシノステロイ

ド(BR)の各機能遺伝子や各制御剤を組み合わせた植物生長制御技術の開発を行う。そのために、

これら三種の植物ホルモンシグナル因子が相互作用する共通因子と各植物ホルモン制御因子

間相互作用の機構を構造レベルで解明し、遺伝子技術や化学技術による総合的制御技術の

基盤的知見を得る。また SL が促進する寄生雑草発芽における寄生雑草側における SL 受容

機構の追究とその防除法の開発を試みる。 

 本研究では上記目的の達成のために、物質的な制御法の開発と遺伝子的な制御法の開発

を各々行っている。東大グループではまず SL や GA 活性を示す化合物の開発を行った。昨年

までに発見した SL 活性を示すデブラノン系化合物について、本年度は活性上昇、選択性上昇を

目指した追究を行った結果、枝分かれ活性については標準物質である GR24 の 100 倍程度の活

性を示す化合物を見いだすことができた。また根寄生雑草種子発芽活性についても、昨年まで見

出してきたデブラノン誘導体と比較して 100 倍程度の活性を示す化合物を見いだすことができた。

このような構造の変化にともなう活性の変化が、受容体への親和性の差に基づいているとの結果も

得ている。また新しい SL 制御剤の開発のためには SL が効果を発現するメカニズムを知ることが重

要である。そのために SL 受容体であるイネ D14 について結晶構造の解析を行った結果、D14 によ

り加水分解されて生じるD-OHが新たなD14ポケットに部位に結合して活性を示すこと、さらにD14 

は SL 依存的に DELLA タンパク質であるイネ SLR1 タンパク質と結合して情報を伝達するという、

新しい SL 活性発現メカニズムを提唱することができた。上記の成果を物質的・遺伝子的バイオマス

生産へと応用するための前段階として、SL のサトウキビ分げつへの影響を調べた結果、本研究で

開発したデブラノン類はサトウキビの分げつを抑制するという期待通りの効果を得ることができた。

この結果はバイオマス生産に重要な形質であるサトウキビの分げつが、SL により物質的にもしくは

遺伝子的に制御出来る可能性を示しており、今後の応用が期待できる。 

  理研グループではブラシノステロイド（BR）情報伝達ネットワークの化学生物学解析と新規BR情

報伝達遺伝子群とGA, SLとのクロストーク機構の解析を行った。まず、新規なBR情報伝達因子BIL, 

BPG遺伝子群について、各々が細胞膜、TGN/エンドソーム、細胞質、核などに局在し相互作用す

ることによって形成されるBR情報伝達ネットワークと分子メカニズムの解明を進めただけでなく、葉

緑体因子BPG3の光化学系IIにおける機能を解明した。さらに、BR情報伝達変異体bil群において

は東大グループの開発したSL生合成阻害剤TIS108が枝分数に対して相乗的促進効果を示すこと

を見出した。この結果は、BRとSLのクロストーク機構解明への基盤的知見となると考えている。また

BR情報伝達クロストークに基づく実用化植物におけるバイオマス増産技術開発の一環としてBRマ

スター転写因子BIL1とジャスモン酸とのクロストーク機構を明らかとし、変異bil1遺伝子形質転換が

難防除昆虫アザミウマに対する新しい害虫防除技術となることを示した。 
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